


この取扱説明書に記載されている会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。●●
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重要なお知らせ
■	 使用目的・用途について

ナーサリコンテナ（以下、製品と記す）は、豚の飼育をシステム的に支援するための製
品です。●
目的以外の用途には使用はしないでください。

■	 取扱上の注意
●	この取扱説明書は、製品の安全に関する事項、運転・保守・取り付け・電気工事の作
業方法を説明しています。イワタニ・ケンボロー株式会社（以下当社と記す）は、こ
の取扱説明書記載の指示事項を守らなかったり、製品を改造したり、あるいは作業に
あたり、通常必要とされる注意または用心をしないで生じた損害または傷害に対して
は一切責任を負いません。

●	製品の操作または、定期点検を行う場合は、この取扱説明書に表示されている事項に
限らず、事故防止対策に関しては十分な配慮が必要です。

●	この取扱説明書は、日本語を母国語とする人を対象に作成しています。日本語を母国
語としない人がこの製品を取り扱う場合は、取扱者に対して安全指導を徹底してくだ
さい。

■	 譲渡について
●	この製品を国外へ持ち出した場合に当該国での使用に対し、事故などによる補償など
の問題が発生することがあっても、当社は直接・間接を問わず一切の責任を免除させ
ていただきます。

●	この製品を譲渡または貸与される場合は、相手の方にこの取扱説明書の内容を十分理
解していただき、この取扱説明書を製品に添付してお渡しください。譲渡（または転売）
される場合は、必ず譲渡先を当社へご連絡ください。

■	 その他の注意
●	この取扱説明書の内容は製品の改良のため、予告なしに変更する場合があります。

●	この製品とこの取扱説明書のイラストとは異なることがあります。また製品の一部は、
製品内部の説明を容易にするために省略していることがあります。

●	この取扱説明書は版権を有します。この取扱説明書の全体もしくは部分的にも、当社
の事前の文書による同意なしに複写、翻訳してはならず、また読み取りのできるいか
なる電子装置や機械にも転写しないでください。

●	この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い求めの代理店にご注
文ください。

●	さらに詳しい情報を必要としたり、質問があるとき、または内容につき不明な点があ
りましたらお買い求めの代理店へお問い合わせください。
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安全について
ご使用前に、この取扱説明書をお読みになり製品を正しくお使いください。

警告について
■	 表示の説明

「警告ラベル」およびこの取扱説明書中の「警告文」は、作業時に想定される危険な状況を、
以下のカテゴリーで表示される「警告用語」と共に警告しています。
警告文の内容を無視すると、その警告文に付された「警告用語」に応じた事故につなが
ります。極端な場合、死亡事故、製品の重要部品の破損、環境被害につながる恐れもあ
ります。

表示の説明
取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷（*1）を負うことが想定
されることを示します。

取り扱いを誤った場合、使用者が傷害（*2）を負うことが想定されるか、
または物的損害（*3）の発生が想定されることを示します。

お知らせ 大切な事柄を強調したり、有益な情報を提供する文章に使用します。

*1：重傷とは失明やケガ、やけど（高温・低温）、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残       
      るもの、および治療に入院・長期の通院を要するものをさします。

*2：傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないケガ、やけど、感電などをさします。

*3：物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットなどにかかわる拡大損害をさします。

図記号の説明

禁止

 は、禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。

図記号の例

一般的な禁止 濡れ手禁止 接触禁止 分解禁止

強制

 は、指示する行為の強制（必ずすること）を示します。
具体的な強制内容は、図記号の中や近くに絵や文章で示します。

図記号の例

一般的な強制 電源プラグを抜く アース線接続
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機能設定のしかた

温度コントローラの設定について

■	 機能設定早見表
下表を参照して機能設定を行ってください。

機能設定
機項目番号 機能設定内容 冬期（厳寒期） 温暖期（春・秋） 夏期（極暑期）

設定温度 22～30(℃ ) 22～ 30(℃ ) 22～ 30(℃ )

ランピング OFF OFF OFF

ステージ1

ファン最低速度 40(％ ) 40(％ ) 40(％ )

ランピング OFF OFF OFF

帯域幅（ファン最大速度到
達温度）

2(℃ ) 1.5(℃ ) 1.5(℃ )

最低換気タイマー OFF OFF OFF

RHの調整 50(％ ) 50(％ ) 50(％ )

モータのタイプ 6 6 6

ファン手動速度 40(％ ) 50(％ ) 50(％ )

ステージ2

ファン最低速度 40(％ ) 40(％ ) 40(％ )

オフセット 0(℃ ) 0(℃ ) 0(℃ )

帯域幅（ファン最大速度到
達温度

2(℃ ) 1.5(℃ ) 1.5(℃ )

凍結防止
内蔵スイッチ11　ON

サイクル60分 /ON15秒
内蔵スイッチ11　OFF 内蔵スイッチ11　OFF

モータのタイプ 5 5 5

ヒーター

オフセット（1台の場合）
0.5（℃）

（内蔵スイッチ6　ON）

0.5（℃）
（内蔵スイッチ6　ON）

0.5（℃）
（内蔵スイッチ6　ON）

温度差 1.5(℃ ) 1.5(℃ ) 3(℃ )

オフセット（2台の場合） － － －

温度差
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保守点検

■	 換気扇ユニット

点検項目 点検内容 処置方法
点検周期

月次点検
（1回 /月）

定期点検
（1回 /年）

運転音の点検

ファン本体の回転音以外の
音（金属音やいつもと異なっ
た音）がしていないか点検
してください。

異常を発見した時は、受電・分
電盤スイッチを切（OFF）にし
て当社もしくは代理店に連絡し
てください。

○ ○

振動の点検
換気扇ユニットや取付枠、
壁などが異常振動していな
いか点検してください。

異常を発見した時は、受電・分
電盤スイッチを切（OFF）にし
て当社もしくは代理店に連絡し
てください。

○ ○

絶縁抵抗

長時間（1ヵ月以上）停止後、
運転再開時あるいは１回 /
年、接地と各部の抵抗を直
流500V絶縁抵抗計を用い
て測定する必要があります。●
1MΩ以上あるか確認して
ください。

当社もしくは代理店に依頼をし
てください。 － ○

錆の点検

受電・分電盤スイッチを切
（OFF）にして、各部に錆が
発生していないか点検して
ください。

錆を発見したときは専門業者に
依頼して部品を交換してくださ
い。

－ ○

電流値の点検

電流値（最大許容電流値）
を超えていないか点検して
ください。また、前回と比
較して増加または減少の程
度が大きくないか点検して
ください。

異常を発見した時は、受電・分
電盤スイッチを切（OFF）にし
て当社もしくは代理店に連絡し
てください。

○ ○

取付ネジの点検
フードなどがしっかりと固
定されているか確認してく
ださい。

ゆるみを発見した時は、専門業
者に依頼して取付ネジの増し締
めまたは交換を実施してくださ
い。

－ ○

ほこりの点検
換気扇ユニットにほこりが
ついていないか点検してく
ださい。

ほこりを取り除いてください。 ○ ○

■	 温度コントローラ

点検項目 点検内容 処置方法
点検周期

月次点検
（1回 /月）

定期点検
（1回 /年）

取付ネジの点検
取付ネジがしっかりと固定
されているか点検してくだ
さい。

ゆるみを発見した時は、取付ネ
ジの増し締めまたは交換を実施
してください。

－ ○

ほこりの点検 製品にほこりがついていな
いか点検してください。 ほこりを取り除いてください。 ○ ○

配線の点検 各配線の被覆に傷がないか
点検してください。

当社もしくは代理店に交換を依
頼をしてください。 ○ ○
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保守点検

■	 換気扇ユニット／コントローラのお手入れ
●● 乾いた布でほこりなどを落とします。

お知らせ

シンナー・ベンジンなどの使用は避けて●●

ください。変形・変色をする原因になり
ます。

●● 洗剤を使用する場合は、中性洗剤を使用
してください。中性洗剤の使用について
は、洗剤メーカーの指示に従ってくださ
い。
換気扇ユニット／温度コントローラを拭●●

くときは、変形をさせないでください。

■	 クールセルモジュール／PSI ヒーター／エアマットカーテンの
お手入れ

お知らせ

クールセルモジュールのお手入れについては別冊『クールセルモジュール取扱説明書』●●

を参照してください。
PSI ヒーターのお手入れについては別冊『PSI ヒーター取扱説明書』を参照してください。●●

エアマットカーテンのお手入れについては別冊『エアマットカーテン取扱説明書』を参●●

照してください。
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困ったときは
異常の原因と処置方法

下記の処置を行っても、現象が変わらない場合は、当社もしくは代理店までご連絡くだ
さい。

■	 出入口ドア
不具合の内容 可能性のある原因 処置方法 参照

ドア本体ががた
つく

・蝶番を止めているビスがゆるん
でいる。

・ビスがゆるんでいないか確認して
ください。ゆるんでいる場合は増
し締めをしてください。
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■	 換気扇ユニット
不具合の内容 可能性のある原因 処置方法 参照

ファン本体が回
らない

・受電・分電盤スイッチが切（OFF）
になっている。

・受電・分電盤スイッチを入（ON）
にしてください。

換気扇ユニット
取扱説明書を●
参照

・自動運転の温度調整器に設定が
ずれている。

・設定を変更してください。

・過負荷保護装置が働いている。 ・開閉を妨げる要因を取り除きしば
らく待ってください。（自動復帰し
ます。）

ファンの回転が
遅い

・温度コントローラの調整がずれ
ている。

・塵埃がたまっていませんか。

・温度コントローラの設定を確認し
てください。（｢■温度コントロー
ラの設定について｣（12ページ参
照））
・塵埃を取り除いてください。

換気効率が悪い

・ガード、シャッターにごみがつ
いている。
・吸入口、吹出口に障害物がある。
・吸気口が閉じている。

・ごみを取り除いてください。

・障害物を取り除いてください。
・吸気口を開いてください。

異臭がする

・周囲温度が50℃を超えていま
せんか？
・湿度が90％を超えていません
か？

・周囲温度が40℃未満になるよう
に調整をしてください。
・湿度が90％未満になるように調
整してください。

振動や異常音が
する

・羽根にゴミがついていませんか？
・製品本体がしっかりと取り付け
られていますか？

・ごみを取り除いてください。
・コーチボルトを締め直してくださ
い。
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困ったときは

■	 温度コントローラ
問題 原因 解決策 参照

LEDディ
スプレイが
働かない

パネルの回路遮断器がオフの状態
または外れている。 回路遮断器をリセットしてください。

温度コントロー
ラ取扱説明書
(PRECISION　2V2）
を参照

配線に誤りがある。 正しい配線にしてください。

入力部ヒューズが切れた。 ヒューズを交換してください。

電圧切換スイッチが間違った位置
にある。 スイッチを正しい位置に設定してください。

ディスプレイの相互接続ケーブル
が電源板から外れている。 ケーブルを接続してください。

LEDディ
スプレイに
「P」の文字
が出た

内部温度センサー1の接続に誤り
がある。

内部温度センサー1を正しく接続してくださ
い。

「センサー
不良」の表
示灯が点灯
している

1個以上の内部温度センサーが不
良である。

「センサー不良」のセクションに説明されている
手順に従って、不良になった内部温度センサー
を探して交換してください。

LEDディ
スプレイに
突然の室温
変動が示さ
れた

内部温度センサーに抵抗の変動が
引き起こされた。

内部温度センサーが乾いていること、また放射
加熱源およびその影響がある場所から離れてい
るか確認してください。

内部温度センサーの拡張ケーブル
の近くに電気的雑音がある。

センサーケーブルを他のパワーケーブルに隣接
して配線しないでください。他のパワーケーブ
ルと交差させる場合は、90°に交差させてくだ
さい。

ステージ1
または2の
ファンが回
転しない

配線に誤りがある。

正しく配線してください。特に2本の異なる線
が各モータに接続されているか確認してくださ
い。●
モータを起動させるには、製品によって調節
される線 L1は別の線（115VにはN、L2 
230Vには L2）に結合される必要があります。●
また、ステージ1および2のCOMMが、線
L1から供給されているか確認してください。

ステージのヒューズが切れている。ヒューズを交換してください。

表示板の相互接続ケーブルが電源
板に適切に接続されていない。

ケーブルが、タブでしっかりと接続されている
か確認してください。

最低速度が低すぎる。 最低速度を高く調整してください。

ファンのモータが不良である。 モータを別の電源に接続して確認しください。
それでも働かない場合は、交換してください。

配線に誤りがある。 正しく配線してください。

周囲温度が設定温度より高い。 設定温度を望ましい値に調整してください。
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困ったときは

	■	 クールセルモジュール／PSI ヒーター／エアマットカーテン
お知らせ

クールセルモジュールについて問題が生じた場合は、別冊『クールセルモジュール取扱●●

説明書』を参照してください。
PSI ヒーターについて問題が生じた場合は、別冊『PSI ヒーター取扱説明書』を参照し●●

てください。
エアマットカーテンについて問題が生じた場合は、別冊『エアマットカーテン取扱説明書』●●

を参照してください。
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保証とアフターサービス
修理・お取り扱い・お手入れなどのご相談は、必ずお買い求めの代理店へお申し付けく
ださい。

■	 保証書について
保証書は代理店からお受け取りください。所定事項の記入（お買い上げ日、お客様名、
代理店名など）および記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。
保証期間はお買い上げ日より1 年間です。

■	 修理を依頼されるとき
サービスを依頼される前に「困ったときは」（32ページ参照）に従ってご確認いただき、●●

それでも異常がある場合は、ご使用を中止し受電・分電盤スイッチを切（OFF）にし
てお買い求めの代理店に依頼してください。
保証期間中はお買い上げの代理店まで保証書（本書）をそえてご持参ください。保証●●

の規定に従って、修理させていただきます。
保証期間を過ぎているときは、お買い上げの代理店にご相談ください。修理によって●●

機能が維持できる場合は、ご希望により有料修理させていただきます。

■	 修理ご相談窓口
ご自分で修理をなさらず、お買い求めの代理店にお申し付けください。（裏表紙記載）
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取り付け

出入口ドアを以下の手順に従って、2箇所に取り付けます。

1	 ノブ受けをビス（2 本）で取り付けます。

2	 2 名以上でドア本体を取り付け場所に移動します。

3	 ドア本体を蝶番（2 箇所）・ビス（4 本）で取り付けます。

4	 ドア本体がしっかりと固定されていることを確認します。

5	 ドア本体を開閉して支障のないことを確認します。

換気扇ユニットの取り付け
■	 準備部品および工具

接続電線●●

固定用のコーチボルト●●

ドライバー●●

お知らせ

取り付けの際は、保護具を着用してください。●●●

板金部分などの切り口や製品本体の突起角などでケガしないようにしてください。
重量物のため取り付けは、2名以上で行ってください。●●

換気扇ユニットの操作・点検方法の詳細は、別冊『換気扇ユニット取扱説明書』を参●●

照してください。
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電気工事

試運転
■	 試運転前の確認事項

試運転前に以下の項目について確認をしてください。
出入口ドア●●

チェック欄 確認項目

出入口ドアがしっかりと閉まっているか？

電気系統について●●

チェック欄 確認項目

電線の接続は確実か？

電線の固定は確実か？

欠相になっていないか？

電源電圧は規定通りか？
　　製品（単相115 V ± 20 V）

アース線は確実か？

過負荷保護装置は設置してあるか？

強度 /その他●●

チェック欄 確認項目

製品および内部装置の取り付け場所の強度は十分か？

転倒防止工事（アンカー工事）ができているか？

電線が可動部に触れていないか？

コーチボルトは確実に締付けられているか？

上記の記載でよろしいで
しょうか。
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電気工事

■	 試運転手順

1	 アース工事および結線ができていることを確認します。

2	 受電・分電盤スイッチ入（ON）にします。

3	 照明機器スイッチを入（ON）にします。

照明機器が点灯します。⇒⇒

4	 各内部装置の電源スイッチを入（ON）にします。

換気扇ユニットのファン本体が回転して、シャッターが開きます。⇒⇒

温度コントローラが起動することを確認します。⇒⇒

PSI ヒーターが作動することを確認します。⇒⇒

お知らせ

※	クールセルモジュールを使用している場合は、装置が作動しているか確認します。

5	 換気扇ユニットのファン本体の回転方向が逆の時は、受電・分電盤スイッチを切
（OFF）にして、2 本の電線を入れ替えください。

6	 再度、受電・分電盤スイッチを入（ON）にして、回転方向を確認します。

7	 受電・分電盤スイッチおよび内部装置の電源スイッチを切（OFF）にして、内部
装値が止まることを確認します。








